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新経営体制におけるコーポレートガバナンス強化に関するお知らせ 

 

当社は本⽇開催の取締役会において、新経営体制によって本年度、策定、運⽤、改善を⾏って参りま
したコーポレートガバナンス体制強化に向けた運⽤体制が承認されたことをお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．概要 

当社は、2025 年 3 ⽉期に新経営体制に刷新し、代表取締役社⻑の下で既存事業の強化、不採算事業か
らの撤退を推進して参りました。その結果、19 期ぶりの営業⿊字及び 35 年ぶりの過去最⾼益を実現する
に⾄りました。 

 

来年度以降も⼤きな成⻑を促進するため、本年度より相乗効果を⽬的とした M＆A を進めております。
そのために当社ステークホルダー(利害関係者)に対して、企業価値の継続的な向上を実現することは、企
業としての基本的使命でもあると考えております。その実現のため、新経営体制においては、改めて東京
証券取引所上場規則における「コーポレートガバナンス・コード」の趣旨を踏まえ、今後の事業拡⼤にお
いて、コーポレートガバナンスを充実させることは経営の重要事項と考えており、その強化を推進して
参りました。 

 

当社は今後も事業推進における透明性・健全性を確保し、経営環境の変化に迅速に対応できる組織体制
を整備していくことで更なるコーポレートガバナンスの充実化を図っていきます。 

 

 

代表取締役社⻑⼩松周平より 

「事業がスピーディに⼤きく拡⼤する局⾯において特に重要となるのがコーポレートガバナンスの強
化です。経営の透明性と健全性を担保し、ステークホルダーの皆様に安⼼安全な企業運営がなされて
いることをお⽰しさせて頂くことでより⼀層の成⻑を暖かく⾒守って頂けることに繋がると考えてお
ります。」 



２．体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

取締役会 
取締役会は、原則として⽉１回開催し、必要に応じて臨時でも開催しております。毎⽉開催される定時取締役会に加え、取締役会は、経営上の意思
決定機関として、法令⼜は定款に定める事項の他、経営⽅針に関する重要事項を審議・決定するとともに、各取締役の業務執⾏状況の監督を⾏って
おります。 
 
経営会議 
当社では、取締役（監査等委員を除く）、部⾨責任者が出席する経営会議を週１回開催しており、事業の進捗状況の確認、課題の共有を⾏うと共
に実務的な意思決定を機動的に⾏っております。 
 
投資委員会 
当社では、CFO（不在時はCEO）が委員⻑となり、取締役及び監査等委員1名以上及び事業部責任者が参加、⽉に⼀度、投資に関する進捗状況
の確認、リスクの共有を⾏うと共に⾦融市場における市況リスクも踏まえ、M&Aや投資に関する議論及び意思決定を機動的に⾏っております。また、当社
グループの資本政策やM＆Aにおけるのれん等の課題についても議論されます。 
 
リスクコンプライアンス委員会 
当社を取り巻くリスクを認識し、適切に対応するため、取締役（監査等委員を除く）、内部監査室担当者、各部⾨の部⾨⻑から構成されるリスクコンプ
ライアンス委員会を設置し、原則として四半期ごとに１回開催することとしております。リスクコンプライアンス委員会では、当社のリスク管理に必要な情報の
共有を図り、コンプライアンスに係る取組みを推進する他、コンプライアンス違反の事例が⽣じた場合に迅速な対応、事実関係の調査、再発防⽌の⽴案
などを⾏います。 
 
監査等委員会 
監査等委員会は、原則として⽉１回開催し、必要に応じて臨時でも開催いたします。監査等委員会は、取締役会での活発な議論を通じて現状や会
社の課題認識を深めることで監督機能を発揮します。また会計監査⼈と定期的な意⾒交換を実施し、会計監査⼈から監査⽅針・監査計画並びに四
半期・本決算に関する監査結果について説明を受けるほか、個々の監査に関し懸案事項が⽣じた場合は、都度意⾒交換を⾏います。加えて、監査等
委員会は内部監査部⾨とも定期的に情報交換を⾏い、内部統制システムの整備・確⽴、リスク評価について意⾒交換を⾏います。これら会計監査⼈
や内部監査部⾨と情報を共有することにより、監査等委員会監査の実効性を⾼め、必要に応じ是正勧告を⾏います。 

 

以 上      


